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午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

商工観光労働部、総合政策部、農政水産部、

県土整備部

１．合宿誘致のためのスポーツメディカルの

推進について

２．スポーツを活用した観光誘客の取組につ

いて

３．スポーツに着目した商品開発の取組につ

いて

４．スポーツを活用した移住促進の取組につ

いて

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

出席委員（12人）

委 員 長 窪 薗 辰 也

副 委 員 長 河 野 哲 也

委 員 星 原 透

委 員 横 田 照 夫

委 員 日 高 博 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 脇 谷 のりこ

委 員 安 田 厚 生

委 員 髙 橋 透

委 員 渡 辺 創

委 員 来 住 一 人

委 員 図 師 博 規

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 松 浦 直 康

商工観光労働部次長 岩 本 真 一

観光経済交流局長 丸 山 裕太郎

食品・メディカル
日 高 一 興

産 業 推 進 室 長

観 光 推 進 課 長 髙 橋 智 彦

スポーツランド
飯 塚 実

推 進 室 長

総合政策部

中山間・地域政策課長 川 端 輝 治

農政水産部

中山間農業振興室長 小 林 貴 史

みやざきブランド
松 田 義 信

推 進 室 長

県土整備部

道 路 保 全 課 長 有 馬 誠

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 田 中 孝 樹

政策調査課主査 持 永 展 孝

○窪薗委員長 それでは、ただいまからスポー

ツ振興対策特別委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）を御覧ください。

本日は、他の分野や産業でのスポーツを切り

口とした取組を全体的なテーマとしております。

まず、商工観光労働部から、合宿誘致のため

のスポーツメディカルの推進、スポーツを活用

した観光誘客の取組、スポーツに着目した商品
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開発の取組について説明をいただきます。

続いて、総合政策部から、スポーツを活用し

た移住促進の取組について説明をいただきます。

その後、次回委員会の内容について御協議い

ただきたいと思いますが、このように取り進め

てよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、そのように決定いた

します。

では、執行部入室のため、暫時休憩をいたし

ます。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○窪薗委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

本日は、商工観光労働部、総合政策部、農政

水産部、県土整備部においでいただきました。

執行部の皆さんの紹介につきましては、お手元

に配付の出席者配席表に代えさせていただきた

いと存じます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○松浦商工観光労働部長 おはようございます。

商工観光労働部長の松浦でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

お手元の特別委員会の資料の表紙、目次のと

ころを御覧ください。

本日は、スポーツを活用した取組につきまし

て御報告をいたします。具体的には、合宿誘致

のためのスポーツメディカルの推進、それから、

スポーツを活用した観光誘客、スポーツに着目

した商品開発、そして、スポーツを活用した移

住促進の取組についてであります。

本日は、総合政策部から中山間・地域政策課、

それから、商工観光労働部から食品・メディカ

ル推進室、観光推進課、スポーツランド推進室、

農政水産部からは、中山間農業振興室、みやざ

きブランド推進室、そして、県土整備部から道

路保全課が出席しておりますので、それぞれ所

管の取組状況について御報告をいたします。

私からは以上であります。どうぞよろしくお

願いいたします。

○飯塚スポーツランド推進室長 合宿誘致のた

めのスポーツメディカルの推進について御説明

いたします。

お手元の特別委員会資料１ページをお開きく

ださい。

県では、国内外のトップアスリートの合宿誘

致を行うに当たり、その付加価値向上等のため、

スポーツメディカルの充実に向けた取組を行っ

ております。

まず、（１）スポーツメディカル推進事業であ

ります。

①の宮崎大学医学部スポーツメディカル施設

利用費用の一部補助でありますが、宮崎大学の

御協力を得まして、本県でスポーツ合宿を行う

県外の団体が、左側と真ん中の写真のようなメ

ディカル検査をした場合、検査費用の７割を補

助いたしております。

ちなみに、左側が高校時代の永峰咲希さんと、

真ん中が柏原明日架さんになります。

これまで、実業団、陸上部やＪリーグチーム、

日本代表チームに御利用いただいております。

②の高気圧酸素カプセルでありますが、これ

は、アスリートの疲労回復、体力回復に効果的

な機器であります。写真の右側にある固定式の

ものを３台、移動式のものを４台、県で購入保

有しており、合宿団体からの要望にお応えして

貸出しを行っているところであります。

次に、（２）トライアスロンナショナルトレー
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ニングセンター競技別強化拠点施設の合宿サポ

ート機能の強化であります。

シーガイアとその周辺は、トライアスロン、

パラトライアスロンのナショナルトレーニング

センター競技別強化拠点に指定をされておりま

すが、今回、①のとおり、トレーニング、リカ

バリー、メディカル機能等の強化を行うため、

この拠点施設であるシーガイア、ラグゼ一ツ葉

の改修工事を実施したところであります。実施

主体はシーガイアで、今年３月に完成しており

まして、写真のとおりトレーニングルームやパ

ラ対応スロープ、コンディショニングルーム等

が新たに設置されたところです。

また、この改修工事に伴いまして、②にあり

ますように、トレーニング後の選手の疲労回復

に効果的なアイスバスや高圧酸素ＢＯＸ等の整

備も行われたところであり、県アスレチックト

レーナ協会との連携の下、合宿時に中段写真の

右側にあるコンディショニングルームでマッサ

ージ等を受けられる体制も確立したところであ

ります。

最後に、③の医科学サポート体制の整備です

が、宮崎大学医学部の協力の下、新設された診

察室を利用して、選手のパフォーマンス向上を

測定するための血液検査体制も確立したところ

であります。

なお、この拠点施設の機器等は、基本的には

トライアスロン、パラトライアスロンの代表選

手等のために整備されたものでありますが、他

の競技の代表選手等も利用できることとなって

おり、このような施設の活用法についてはスポ

ーツ庁からも評価を頂いております。

現在、国におきましても、競技別強化拠点の

メディカル機能等の充実を図ることとしており

ますので、県といたしましても、拠点施設のシ

ーガイア等と連携して、合宿誘致のためのスポ

ーツメディカルの強化を図ってまいりたいと考

えております。

説明は、以上でございます。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

当課からは、スポーツを活用した観光誘客の

取組について御説明いたします。

特別委員会資料の２ページをお開きください。

こちらの事業なんですけれども、担当部局主

体は商工観光労働部、県土整備部にまたがって

おりますけれども、資料の説明は私のほうで一

括して行わせていただきます。

本県では、スポーツランドみやざきの推進に

合わせまして、サーフィンやゴルフなど、本県

の強みでございますスポーツを素材とした観光

誘客、スポーツツーリズムに取り組んでいる状

況でございます。

本日は、その中で近年取り組んでおりますサ

イクルツーリズムと武道ツーリズムにつきまし

て御説明をさせていただきます。

まず、（１）のサイクルツーリズムでございま

す。

サイクルツーリズムでございますけれども、

周遊体験型の新たな観光スタイルといたしまし

て、近年、特にコロナ禍の中でも人気を特に集

めている状況でございまして、平成29年に国の

ほうで自転車活用推進法が施行されたことで、

機運がさらに高まっているというような状況で

ございます。

このような背景を踏まえまして、昨年９月に

自転車の活用を総合的かつ計画的に推進するこ

とを目的といたしまして、宮崎県自転車活動推

進計画を策定し、また、県内で各地域の特性や

地域資源を生かした取組を展開している状況で

ございます。
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なお、計画の概要につきましては、４ページ

のほうに添付をしてございます。後ほど御覧い

ただければと考えております。

２ページ目のほうでございますけれども、具

体的な取組といたしましては、まず①にござい

ますとおり、宮崎の魅力を生かしたモデルルー

トの設定ということをしてございます。具体的

には、県内各地域の特性や魅力を生かしたサイ

クルツーリズムを推進するため、関係機関と連

携しながらモデルルートづくりに取り組んでお

りまして、現在、日南海岸に10のモデルルート

を設定し、マップ等の作成を行っているという

ような状況でございます。

設定したモデルルートにつきましては、②の

ほうに自転車通行空間を整備、とまとめさせて

いただいておりますけれども、ここにございま

すとおり、矢羽根ですとか自転車マークなどの

路面表示を設定いたしまして、自転車利用者が

安心して走行できる空間整備に順次取り組むこ

ととしてございます。

次に、③のサイクリストに向けた受入環境の

整備・人材育成につきましては、県内の全ての

道の駅ですとか観光施設等、合計で161か所につ

きまして、サイクルスタンドですとか空気入れ

等を設置いたしまして、サイクリストが利用し

やすい環境整備を行っております。

また、人材育成の取組といたしましては、サ

イクルツアーの引率を想定したガイドを養成す

る観点から、サイクリング協会の会員ですとか、

地域で実際にツアーを企画・造成するまちづく

り団体の職員等を対象とした養成講座を行って

いるというような状況でございます。

資料の３ページのほうをお開きいただけます

でしょうか。

続きまして、３ページの④でございます。④

の本県サイクルツーリズムの認知度向上につき

ましては、ホームページを開設いたしまして、

これらの取組等につきまして情報発信をいたし

ますとともに、サイクリング情報誌、具体的は

ＣＹＣＬＥ ＳＰＯＲＴＳという専門誌がござ

いまして、そこへの掲載ですとかＰＲ番組の制

作等を通しまして、国内外でのプロモーション

を行い、認知の向上を図っているというような

状況でございます。

引き続き県土整備部と連携を図りながら、受

入環境の整備や情報発信などに積極的に取り組

むとともに、サイクルツーリズムを本県の新た

な観光誘客の柱に育ててまいりたいと考えてお

ります。

次に、（２）の武道ツーリズムに関してでござ

います。

本県は、剣法発祥の地と呼ばれる鵜戸神宮を

初めといたしまして、県警察学校内にある格式

高い武道場など、武道に関する豊富な素材がご

ざいます。この本県の強みでございます素材を

生かしまして、誘客を図るため、令和元年にス

ポーツ庁の事業を活用いたしまして、武道ツー

リズムによる誘客事業を実施したところでござ

います。

主な内容といたしましては、フランスで開催

されたＪａｐａｎ Ｅｘｐｏや、アセアン剣道

大会でのＰＲ活動をはじめとしたプロモーショ

ン、また、フランス剣道連盟ですとか、ＡＳＥ

ＡＮ諸国の剣道関係者を本県へ招聘して、モニ

ターツアーを実施いたしました。

今年度につきましては、さらなる誘客を図る

ため、観光庁の事業を活用し、武道を中心とし

た宮崎体験コンテンツの造成を進めているとこ

ろでございます。

実施主体といたしましては、県と県観光協会、
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武道ツーリズムの取組に意欲を持ちます民間事

業者におきまして、ひなたＭＩＹＡＺＡＫＩ武

道ツーリズム推進協議会を組織いたしまして、

事業を進めているというような状況でございま

す。

主な内容といたしまして、一番下のほうに記

載がございますけれども、写真の日本刀試し切

り体験、このようなコンテンツ造成、商品化、

また、剣道体験プログラム受入れ指導者育成の

ためのマニュアル作成、ネット予約システムの

構築、日本人や国内在住の外国人を対象いたし

ましたモニター体験を実施することとしてござ

います。

最後に、現在、海外からの誘客が困難な状況

にございますので、まずは国内在住者をターゲッ

トとして取組を進め、アフターコロナ期には海

外からの誘客につなげてまいりたいと考えてお

ります。

当課からの説明は、以上でございます。

○日高食品・メディカル産業推進室長 スポー

ツに着目した商品開発の取組につきまして、御

説明をさせていただきます。

委員会資料の５ページのほうを御覧ください。

県におきましては、製造業等のものづくり企

業に対する支援を、様々行ってきておりますけ

れども、スポーツランドみやざきという他県に

はない優位性のある取組をいたしまして、スポ

ーツという切り口で、スポーツやヘルスケアに

関するものづくり産業の創出の可能性を探るた

め、スポーツチームやアスリート等のニーズを

収集し、それに対応した商品開発や販路開拓等

を行われる製造業者への支援に取り組んでおる

ところでございます。

まず、１の専門家による商品開発等への助言

についてでございます。

スポーツ・ヘルスケア産業への参入への機運

を高めるということを目的といたしまして、ス

ポーツ・ヘルスケアビジネスに精通した専門家

として、球団関係者や学識経験者等を招聘いた

しまして、セミナーを開催したり、勉強会、ワ

ークショップを行いまして、産業創出の機運の

醸成を図りますとともに、商品の試作品への助

言や評価を行っていただくマッチング会等を開

催いたしまして、商品開発や改良などを支援す

るものでございます。

次に、２の商品開発等への助成についてでご

ざいます。

これは、新たにスポーツ・ヘルスケア産業に

係るビジネスを立ち上げる県内事業者を対象と

いたしまして、補助率３分の２以内で、補助上

限額が150万円といった形で、商品、サービスの

開発、改良や販路開拓に要する経費を補助する

ものでございます。

主に、これまで支援をしてきました支援事例

を３例、お載せをいたしておるところでござい

ます。

まず、１段目でございますけれども、宮崎県

産黒毛和牛の革を使用した野球グラブの改良及

び販路開拓の事例でございます。従業員の方が、

グラブ製造に係る必要な技術を習得するための

費用や、国内外での販路開拓に係る費用等を支

援したものでございます。

２段目が、こうじ菌発酵乳飲料の機能性を生

かした、スポーツ時のエネルギー補給用アスリ

ートゼリーの開発事例でございます。商品の試

験製造やパッケージ開発の費用などを支援した

ものでございます。

３段目が、サーフィン用の体幹を鍛えるため

のトレーニング装置の改良事例でございます。

部材の改良やトレーニングメニューの開発に係
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る費用等を支援しているものでございます。

引き続き、県内事業者の商品開発や販路開拓

などの支援をすることで、スポーツ・ヘルスケ

ア産業の創出の可能性を模索する事業に取り組

んでまいりたいと考えております。

説明は、以上でございます。

○川端中山間・地域政策課長 資料の６ページ

をお開きください。

中山間・地域政策課からは、スポーツを活用

した移住促進の取組について説明させていただ

きます。

まず、１の移住実績等についてであります。

県及び市町村が移住相談窓口などの施策によ

り把握した県全体の移住世帯数は、昨年度が558

世帯となっております。

その下の移住理由につきましては、実際に移

住された方が、窓口での相談時に、どのような

理由で宮崎への移住を考えられたのかを聞き取

りして集計したものですが、サーフィンを理由

として挙げられる方が、令和元年度には28件と

なり、その前の年の16件から増加している状況

です。

御案内のとおり、本県のサーフィン環境は全

国でも屈指のものということで、サーフィン愛

好者の方の移住は従前から多いところでありま

して、これまでもＰＲに力を入れているところ

です。

２の主な取組状況を御覧ください。

（１）ですが、昨年開催されましたワールド

サーフィンゲームスにおきましては、県サーフィ

ン連盟と連携し、開催期間中に観覧に訪れた全

国のサーファーに対し、サーフィン環境のよさ

や本県の移住施策等をＰＲしたところでありま

す。下のポツにありますように、大会会場を含

む県内８か所にブースを設置し、地元のサーファ

ーが移住ガイドブック等を配布し、サーフィン

環境についての質問に対応したほか、県外のサ

ーフィン移住希望者と既に移住したサーファー

の交流会を開催したところ、定員を超える67名

の参加があり、そのうちの４名が実際に本県に

移住しております。

次に、（２）でありますが、例年、県サーフィ

ン連盟が作成しているサーファー向けガイド

ブックに、移住希望者の会員登録制度でありま

す宮崎ひなた移住倶楽部や移住支援金の広告を

掲載しております。このガイドブックは１万部

作製され、空港、フェリーターミナル、レンタ

カーショップ等に設置されております。

また、（３）にありますように、昨年度は、プ

ロ野球ソフトバンクホークスのみやざきスペ

シャルＤＡＹＳにおいて、観戦者に配布するタ

ブロイド紙にひなた移住倶楽部の広告を掲載し

たところです。

資料にはございませんけれども、このほかに

も県外で開催されるプロ野球のみやざきスペ

シャルゲーム等の機会には、県外事務所と連携

し、移住関係のチラシの配布を行っているとこ

ろです。

また、（４）にありますように、例年、東京の

ふるさと回帰支援センターにおきまして、市町

村との共催で、サーフィンをテーマにした移住

セミナーを開催しております。今年の７月には

オンラインで、日向市金ヶ浜からの波の状況を

中継しまして、サーフィン移住者に体験談を話

していただいたところです。

今後とも、国際大会等の機会を捉え、また、

市町村や関係団体と連携しながら、本県のスポ

ーツ環境の良さやアウトドアスポーツと仕事と

を両立できる暮らしの魅力を発信し、本県への

移住・ＵＩＪターンを促進してまいります。
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私からは以上でございます。

○窪薗委員長 ありがとうございました。

執行部の説明が終わりました。御意見、質疑

がございましたら、御発言をお願いいたします。

○星原委員 まず、１ページのメディカルの推

進というところで、この推進事業に検査費用と

して７割補助ということだったんですが、金額

にすると幾らぐらいの補助をしたところですか。

○飯塚スポーツランド推進室長 様々なメニュ

ーがございますけれども、通常3,000円程度の補

助額になります。全体の費用の７割ということ

であります。

例えば身体測定は1,020円でございます。あと、

整形科学的評価は2,040円、筋力測定は2,040円、

それぐらいの値段の組み合わせを選手が選びま

して、それの７割の補助という形になります。

○星原委員 それから、トライアスロンナショ

ナルトレーニングセンターということで、シー

ガイアの中に設けたということなんですが、こ

れも県からの補助も入っているんですか。

○飯塚スポーツランド推進室長 実は、競技別

強化拠点といいますのが、全国に41か所ござい

ます。例えばジャンプの白馬だったり、そういっ

た中で、トライアスロンとゴルフの拠点が本県

に指定されたということでございます。

基本的には、スポーツ庁が、各競技団体に活

動費というものを出す仕組みでございまして、

それで備品を買ったりするということなんです

けれども、今回は、ハード整備はどうしても国

もお金を出さないので、シーガイアさんのほう

がラグゼーツ葉の２階を改修しまして、福祉保

健部のバリアフリーの補助金を活用してスロー

プ等を設置したということでございます。

○星原委員 こういうメディカルの推進事業や

施設整備に取り組んだ結果、利用される人たち

から見て、他県やほかのところと比較して、設

備やメディカルの内容は、どのような評価を受

けているんですか。

○飯塚スポーツランド推進室長 おととしまで

は、それぞれ競技団体と施設管理者だけが話し

合って運営をしていたんですが、昨年、各拠点

の機能強化を図りなさいということ、地元でコ

ンソーシアムをつくりなさいということがござ

いましたので、昨年から、県、市、宮崎大学、

県スポーツ協会が入って、どうやって医科学を

進めていこうかと、協議に入りました。

効果としましては、アスレチックトレーナー

の派遣制度や採血というところまで来ましたの

で、これを本県の強みとしてセールスしており

ます。

明るい話題として、今回初めてフェンシング

チームも合宿しましたので、今後、こういった

ことをＰＲすることで、いろんな団体が増えて

くることを期待しているところでございます。

○星原委員 宮崎大学には我々も視察に行った

ことがあるんですけれども、先生の話を聞いた

りしますと、これからスポーツ合宿等をやるに

は、この部分が整備されていたり、いろんな形

で応援できないと、誘致が難しくなってきてい

るんじゃないかなと思っていますので、その連

携をぴしっとやって進めていけば、可能性が非

常に高いんじゃないかなと思います。

サッカーとかラグビーとかのチームにいろい

ろ話を聞くと、そういうスポーツメディカルの

面と、県内に２チーム以上がキャンプを張れる

ような施設がないと、なかなか練習試合ができ

ないようなんです。本当の意味のスポーツラン

ドに取り組んでいくには、県ももちろんなんで

すが、市町村とうまく連携を取って、そういう

施設整備ができていないと、キャンプの誘致は
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難しいんじゃないかなと思うんです。特に、ラ

グビーの神戸製鋼の人と話したときでも、最低

２チーム、練習相手のチームが来るぐらいにな

らないと、なかなか厳しいですよということを

言われていましたので、誘致するのであれば、

そこまで考えていろんな整備に力を入れないと

厳しいのかなと思うんですが、そのあたりにつ

いては、今、どういうふうに取り組んでいるん

ですか。

○飯塚スポーツランド推進室長 御指摘のとお

り、ただ鍛えるだけではなくて、実戦試合もし

たいというチームもございます。

特に、例えばＪリーグにつきましては、どう

してもグラウンドが限られていて、鹿児島県と

かで合宿しているチームもございます。対戦で

きるように、バスの利用代補助をしたりとかと

いうことで、ほかの県からのチームの呼び込み

等々をして、実戦試合が増えるような取組もし

ております。

○日高博之委員 ２番のトライアスロンのナ

ショナルトレーニングセンターに関連して、以

前、ナショナルトレーニングセンターの誘致と

か言ってましたけれども、そのあたりはどうな

んでしょうか。

○飯塚スポーツランド推進室長 東京には、屋

内のナショナルトレーニングセンターはござい

ますが、屋外型トレーニングセンターがありま

せんでした。メダルも屋内の競技が多いという

ことで、本県も誘致に手を挙げておりました。

できればオリンピック前に建設できるように

ということで、誘致の活動をしておりました。

実際にはちょっと難しくなりましたが、今日御

説明したようなメディカル等の機能を強化する

ことで、結果的に、いろんな団体、代表チーム

が年間を通じて宮崎県にきているという実績を

積むことで、実際のナショナルトレーニングセ

ンターの建設の誘致につなげてまいりたいと考

えておりますので、そこは継続して取り組んで

いるところでございます。

○日高博之委員 例えばメディカルの取組なん

かは、私が６年前に議員になったときには、ほ

とんどなかったんです。その頃と比べると、こ

の辺が少しずつ改良というか、新たな取組とし

て上げられてきていて、着実に歩みは進めてい

るのかなというような気はしております。

また、食品メディカルについても、アスリー

トフードというのもありますけれども、その辺

も併せて、一体となってやっていかなくてはな

らないことです。

一番は、使ってもらって評価を得ることだと

思います。県は、宮崎市に特に集中しますけれ

ども、いろんなプロスポーツチームやアマチュ

アチームとつながりがあります。その辺とのつ

ながりの中で、自前でトレーニング器具を持っ

てきたりするところも結構あるんですよね。

例えばトライアスロンのトレーニングセンタ

ーの器具をほかのチームが借りるとか、そういっ

た連携的なものについて、どう考えているのか

を伺いたいと思います。

○飯塚スポーツランド推進室長 まず、ナショ

ナルトレーニングセンターの施設については、

実を言いますと、41か所あるうち、ほかの競技

団体が活用しているという事例はないそうであ

ります。本県の取組は進んでいる形なんですが、

例えば青島で合宿しております競歩とかスピー

ドスケートのチームにつきましても、合宿期間

中にこちらを活用してメディカルを受けていた

だきたいと伝えています。また、食事の話が出

ましたけれども、味の素が取り組んでいる勝ち

飯、ナショナルトレセンで、食堂は勝ち飯なん
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ですが、今回、シーガイアさんで出される食事

も勝ち飯という認定を受けたと聞いております。

食事も大変大事な要素だと思っておりますので、

市町村を含めて、栄養士会とも連携しながら、

アスリートフードの取組もやっていきたいと考

えております。

○日高博之委員 ラグゼ一ツ葉に、こういう施

設を造ったということで、一番の宣伝効果とい

う意味では、ラグビーの日本代表とかあったと

思うんです。来たのは、イングランドだったか

な。既に高評価を受けている中で、こういった

トレーニングシステムがあって、そこを例えば

ラグビーの日本代表も使えるよとか、そうなれ

ばいいなと思っているんですけれども、そのあ

たりは、完全に分けて考えているのか、それと

も、この事業の前に、打合わせというか、試合

を入れながらここを利活用していこうという戦

略を練られたりしたんでしょうか。

○飯塚スポーツランド推進室長 実は、ラグビ

ーの強化委員長とマネジャーが、先週、御挨拶

に来られまして、この施設の説明をしたところ、

非常に興味を示されました。あとは先日、ＪＯ

Ｃのビルにいろんな競技団体が入っていますが、

そこを全部回ってきまして、ＰＲしてきました。

なかなか手応えがありましたので、進んで営業

してまいりたいと思います。

○日高博之委員 足を運んで何ぼということで

すね。結局、ネットとかでいろんな情報を発信

するにしても、全ての情報が発信できるかとい

うと、まだその段階ではないわけですからね。

やっぱり、わざわざ宮崎から東京まで来てくれ

て、こういう風になってきたんだと伝えられる

というのは、ただネットで発信するよりも、興

味を惹かれますよね。フェイス・ツー・フェイ

スで、その場で説明もできるわけだから。今、

コロナの時代ではありますけれども、そうやっ

て踏み込んで、今後さらにここら辺が大きくなっ

てくれば、沖縄はもういいよと、宮崎でどうに

かできないだろうかというような感じで、沖縄

に行ってしまったキャンプを引き戻してもらい

たいです。そういった取組をぜひお願いをした

いと思います。

○飯塚スポーツランド推進室長 その営業に

行ったときに、今まで近代５種が宮崎に合宿に

来てくれていたんですが、今回は沖縄に行くと、

内部の人間がプレゼンをして決めかかっていた

そうです。ですが、この説明をしたら、もう宮

崎に行くわと言われたので、現場に足を運ぶと

いうのは大事だなと感じたところです。

○渡辺委員 整理をさせていただきたいのです

が、屋外型のナショナルトレセンの話なんです

けれども、もともと2015年に、県も市と一緒に

屋外型の誘致をしたいということで手を挙げて、

大臣も来られて視察をされたという記憶があり

ます。今進んでいるのは、競技別のナショナル

トレーニングセンターを取ってこれないかとい

う話で、同時並行だったと思うんですけれども、

屋外型の構想自体は、今どうなっているんです

か。要するに、もう国は、当面の間やれません

というような、ある種のギブアップをしている

のか、それともまだ検討が続いているのでしょ

うか。

○飯塚スポーツランド推進室長 おっしゃると

おり、その当時オリンピックが目前だったので、

盛り上がりまして、国のほうも、屋外ナショナ

ルトレセンの在り方検討委員会というのがござ

いまして、直近の情報によりますと、海外拠点

の利用を含めて広く利活用を検討する、という

曖昧な―新たに建設しようという方向性を明

確にしているわけではなく、既存施設利用を含
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めて、今後広く検討していきましょうというト

ーンで、今、落ち着いている状況でございます。

ですが、事あるごとに国会議員等を通じて、Ｐ

Ｒや誘致活動は継続しております。

○渡辺委員 以前、知事も会見を行われていた

記憶がありますが、屋外型のナショナルトレセ

ンというのは、シーガイアのオーシャンドーム

跡地等を活用してと、いろんな絵もできていた

かと思うんです。今の宮崎県の立場としては、

ほぼ休止状態の取組と位置づけているのか、ま

だ積極的に誘致活動しているという状態なんで

すか。それとも、国の検討状況がそのような状

況なので、一応時々お話はしますけれどもとい

う状態なのか、ちょっと頃合いがよく分からな

いのですが。

○丸山観光経済交流局長 私のほうからお答え

させていただきます。国のほうは、今室長が申

し上げましたとおり、引き続き検討を続けてい

くというようなことでございます。オリンピッ

クが延びたりしながら、答えがいつ出るという

ところは明示されていませんし、具体的なとこ

ろも見えない状況でございます。

その中で、県といたしましては、ナショナル

トレーニングセンターの屋外型を誘致するとい

うのは、非常に政策として大事なところではご

ざいます。

ただ、実現がいつかということとか、国の施

設を誘致するということでございますので、粘

り強く、今、機会あるごとにお話はさせていた

だいているというところです。

そうした中で、ただ要望ばかりしても進みま

せんので、シーガイアさんとか関係機関の御協

力を頂きながら、県内の中でできるこというこ

とで、今、拠点施設があるところを機能強化し

ていっております。それがひいてはナショナル

トレーニングセンターの誘致につながっていく

可能性もあるんじゃないかなと、そういう思い

で、今、取り組んでいるというところでござい

ます。

○渡辺委員 事情が分からないので、とんちん

かんな質問かもしれませんが、誘致に手を挙げ

たのはたしか2015年でしたよね。それからもう

５年たっていますので、一般論としては、中心

で手を挙げられたシーガイアさんにしても、敷

地の活用とかの点で、決まらなければ決まらな

いでいつまでも待つ、というわけにもいかない

部分がある気がするんですけれども、それでも

今の時点では、県として当初計画、当初の構想

どおりのものを持っていると言えると理解して

もいいんですか。

○飯塚スポーツランド推進室長 当初からその

誘致の思いは変わりませんが、東京のナショナ

ルトレセンも、新たにウエストという障がい者

に対応した施設を造っておりまして、さらに施

設をというのは物理的になかなか厳しい状況で

す。東京オリンピックも間近ですので、施設を

造ってくださいの連呼だけではだめだと思いま

して、まずは今ある強化拠点の機能を強化して、

いろんなチームが来ているという実績をつくっ

て、じゃあ、宮崎県に造ろうかというストーリ

ーでいきたいというところです。実は、全競技

団体が集まる合同ミーティングというのが年に

１回開かれますが、宮崎県への誘致に成功しま

して、平成30年度にはシーガイアで全競技団体

が集まってミーティングをしました。その成果

もあって、フェンシングチームが新たに加わっ

たのかなと、前向きに捉えております。一応全

競技団体はもう宮崎を見たという状況でござい

ます。

○脇谷委員 関連した質問なんですけれども、
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シーガイアの跡地が、今、ずっと広場になって

いるので、ここにナショナルトレセンができる

んじゃないか、と市民の方々が言われているん

ですけれども、結局シーガイアとの話はどうなっ

ているんでしょうか。

○飯塚スポーツランド推進室長 国において、

屋外型ナショナルトレーニングセンターを造る

というスケジュール感もまだ示されなくなって

しまいました。当初は東京オリンピック前に造っ

てということだったんですが、そういうことも

ありまして、具体的な建設スケジュールは示さ

れておりません。

そんな中で、待っていてもしょうがないとい

うことで、今回、シーガイアさんがお金を出し

て、設備、リカバリー機能を充実させるという

ことをまずやったということでございます。

○脇谷委員 広場をどうするかというのは、県

との話合いはないんでしょうか。

○飯塚スポーツランド推進室長 ナショナルト

レーニングセンターを誘致するという考え方で

すので、そこに新たなものをという話は全然出

ておりません。

○脇谷委員 シーガイアさんが県との話合いの

下、もうちょっとそのままにしていらっしゃる

のか、シーガイアさんが今後何かをつくろうと

されているんでしょうか。

○飯塚スポーツランド推進室長 今も、屋外型

ナショナルトレーニングセンターを、誘致を続

けておりますので、一応そういう状況です。

○松浦商工観光労働部長 シーガイアさんの今

の考え方として、別の計画に切り替えるという

判断はされておりませんでして、ナショナルト

レーニングセンターを誘致をしたいというとこ

ろで、そこから先の考え方の変更はないと確認

をしております。

ただ、国が、先ほどから申し上げております

ような状況でありますので、箱物を国に対して

どんどん要望していって実現するかっていうと、

今はそういう段階ではないだろうということで、

実質的なナショナルトレーニングセンターとい

うか、そういう機能、役割を宮崎に持って来れ

ないかということで、今説明しましたようない

ろんな機能強化ですとか、メディカル関係での

体制づくりといった動きをしている段階でござ

います。

そういう状況の中で、シーガイアとも話をし

ながら、空き地になっているところをどうする

かというのを、また別の話として考える必要が

ありますので、別途一緒に協議していきたいと

思うんですけれども、具体的な話まではまだ行っ

ていないということでございます。

○日高博之委員 サイクリングについてですが、

これは、今、モデルは青島のモデルしかないと

いうことですね。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

一応、こちらは広域モデルルートという形で、

現状10コースという形です。日南海岸サイクリ

ング協議会を中心として、既に設定したコース

は10コースあるという状況でございます。

一方で、自転車活用推進計画上は、2028年ま

でに合計20コースを設定するという形になって

ございます。残り10コースについては、例えば

県北や県西を中心に、安心、安全にサイクリス

トが走行できる環境がどこにあるのかといった

現在調査をしてございまして、今後追加を県北、

県西含めて設定を進めていきたいなという考え

でございます。

○日高博之委員 なぜ、県北、県西にこのサイ

クルツーリズムが、なかなかのらないというの

は、そこら辺かなとは思っております。
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基本的に道路はどうなのかっていう話ですよ

ね。例えばサイクリングする中で、危ない、整

備されていない道路があって、矢羽根や自転車

マークを路面に設置するということですけれど

も、そういうのでも、県の道路事情を露呈する

ような計画だと思うんですけれども。

○有馬道路保全課長 サイクルツーリズムにつ

きましては、今、委員がおっしゃいますように、

まず、自転車が安全で快適に通行できる空間の

整備が必要だと考えております。

取組の一つとして、矢羽根や自転車マークと

いった路面標示をモデルルートで行っていくと

いうことで、今、取組を進めております。

目標としましては、日南中心へと、もう10年

間で120キロ、そういったところを整備したいと

考えておりまして、昨年度から今年度にかけま

しては、試行的に宮崎地区と日南地区で約13キ

ロを整備したところでございます。

引き続きモデルルート指定の状況を見ながら、

関係団体と協議しながら整備に取り組んでいき

たいと考えております。

○日高博之委員 これは、国土交通省とかで、

サイクルツーリズム関連の予算ってあるんです

か。

○有馬道路保全課長 自転車関係の整備につき

まして、まず、道路関係につきましては、いわ

ゆる交通安全整備事業の中の一環ということで、

今、取り組んでおります。

ただ、サイクリング関係につきましては、国

のほうでも重点的な施策ということで取り組ん

でおりますので、予算的には優先されるものと

認識しております。

○日高博之委員 サイクルツーリズムについて

は、国土交通省にお伺いしたときにいろいろ聞

きました。県北や県西でも、と言われたんです

が、特に延岡市で、いろいろとそういった取組

をしていこうと観光協会が話をしております。

例えば、五ヶ瀬川の河川周辺なんかというのは、

散歩もできたり、サイクリングに最高にいい状

況なんです。

そういった中で、花物語というのがあるんで

すけれども、今年は多分コロナでできないんで

しょうが、五ヶ瀬川に橋がないから、自衛隊が

仮橋を架けているわけです。それを、もぐり橋

をぴしゃっと整備したいといった、いろんな計

画もされてます。橋を撤去してくれという要望

には、国土交通省は喜んで対応しますけれども、

橋を架けるというのはなかなか至難の業です。

しかし、延岡市のそういった強い思いがあって、

それが実現しようとしているんです。これはも

う正直、しようとしているとしか言えないんで

す。もうこれ以上言えませんけれども。

そういったことも含めて、県北は五ヶ瀬川の

周辺を重点的にやるんじゃないか、県西は県西

で、鹿児島の間とかなのかなと思ってはいるん

ですが、そういった青写真、計画も並行して示

してもらわないといけない。別に予算をつけろ

と言うわけじゃないんですよ。こういう形で県

は考えていますよと、延岡に言っておかないと

よくないのかな、と最近考えるようになってき

たもんですから。

今示されているのは、10年後に20コースつく

る、ということだけでしょう。どこをどうやっ

て魅力発信していく、というのはないんでしょ

うか。

○有馬道路保全課長 自転車活用推進計画、こ

れを全県的に展開するということにつきまして

は、県のほうで昨年計画を策定しました。これ

を全市町村でつくっていただこうと取組を進め

ておりまして、委員のおっしゃいました延岡市
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さんのほうから、具体的に計画をつくるとお話

を伺っています。その中で、橋の話の辺りも、

国土交通省さんと進めているとお聞きしていま

すので、まずは市のほうで計画をつくっていた

だいて、モデルルートを設定し、その中で具体

的にどういった整備を行っていくかということ

に取り組んでいくのが重要だと考えております。

○日高博之委員 延岡市とやるのもいいんです

けど、観光協会が中心でやっていかないと、盛

り上げるのは民間ですから。その辺の取組が何

か違うと思うんです。県土整備部でもう一回考

えてもらって、民間と協力を持ってやったほう

がいいんじゃないですか。そこで延岡がやるか

どうかって話じゃないですか。まずは観光協会

とやらないと、と思うんですけれども。

○有馬道路保全課長 延岡市さんも、関係団体

といろいろ意見交換会をされていると聞いてお

ります。その中に県土整備部も意見交換の中に

入っていって、どういった形で進めるかという

のを検討していきたいと考えております。

○日高博之委員 余談ですが、先日、延岡市に

この委員会で視察に行ったんです。市役所の人

は、観光協会との連携は、バスク化構想でやっ

ているのみという発言をされておりました。こ

れに、そのほかは入っていないですよね。だか

ら、その辺が問題だと思うんです。基本的に、

地元にいろいろと使ってもらうわけですから。

それは、どっちが行くんですか。商工観光労働

部ですか、それとも県土整備部ですか。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

特にサイクルツーリズムにつきましては、イ

ンフラストック効果、道路の整備だけでなく、

その周辺に行き渡る効果が、観光面からも非常

に重要でございます。県土整備部、商工観光労

働部だけではなくて、市や地元の観光協会といっ

た民間主体を含めて協議を進めながら、頑張っ

てまいりたいと考えております。

○日高博之委員 観光協会とちゃんとやってく

ださいね。そこを飛び抜かしたら、順番が違う

ことになりますよ。観光協会と話して、県のス

タンスとしてやっていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

○星原委員 関連なんですが、鹿児島県と宮崎

県にまたがって、鹿児島県側が曽於市、霧島市、

湧水町、宮崎県側が都城市、小林市、えびの市、

高原町のエリアが、霧島の山を中心にした霧島

ジオパークとなっていますね。都城で、関之尾

の滝とかの周辺を見て回ったんですが、サイク

リングコースとして整備すると、歴史のいろん

なことを学ぶのにも使えますし、そんなに車も

多くないので、結構いいコースになるんじゃな

いかなと思っているんです。延長がどれだけあ

るかは、ちょっと分かりかねるんですが、新た

なコースに設定されれば、いい形で地域活性化

にもつながるんじゃないかな、地域の人たちと

いろんな形で、触れ合わせるのにもいいのかな

と思っているんです。

ですから、新たなコースとして１回調査して

もらうといいなと思うんですが、新たなコース

づくりとか、観光客を誘客するとか、その辺に

向けた考えはあるんでしょうか。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

現状、自転車活用推進計画では、残り10コー

スについて調査等々をしながら進めている状況

でございます。

コース設定の観点としては安心、安全に加え

て、観光面からいいますと、ここを走っていい

気分だとか、そういったようなことも考えてい

かなくちゃいけないと考えております。えびの

や小林といった霧島関係の周遊についても、ル
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ートをどうするか、実現可能かどうか、サイク

ル目線から見て本当に適したコースなのかを含

めて、今、検証を進めているところでございま

すので、御指摘の意見を踏まえて検討、調整し

てまいりたいと考えてございます。

○星原委員 今出たように、県北や、あるいは

日南海岸、霧島山周辺に、何か所かモデルコー

スをつくって、誘客していくことになると思う

んですが、いろんな方々がいらっしゃると思う

んです。自転車に乗るのもそうかもしれないし、

歴史などを学びたい人もいる、あるいは地域の

人と触れ合いたい人もいる、といったように、

いろんな要素があると思うんです。

ですから、やるんであれば、何コースかつくっ

とかないと、１コースだけではちょっとどうか

なと思いますし、先ほども出ましたが、道路の

事情等も、危険性があるかどうかやら、いろん

なことを調査してコースをつくっていただくと、

観光客の誘客につながっていくと思いますので、

ぜひ検討してみてください。よろしくお願いし

ておきます。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

サイクルルートにつきましては、現状、稼げ

る観光地づくりという補助事業を持ってござい

まして、例えば綾町、えびの市、西都市でサイ

クルコース設定またサイクリングマップ等の策

定支援を行っております。

また、それだけではなく、先ほど日南海岸の10

ルートの話もございましたが、ちょっと別の次

元にはなってくるんですけれども、ひなたサイ

クリング協会のほうでも、例えば県央・県西で

は、お勧めのサイクリングコースといったもの

を独自に設定しているところもございますので、

それらも参考にしつつ、いろんな選択肢を持ち

ながら調査・検討してまいりたいと考えてござ

います。

○日髙陽一委員 サイクルツーリズムは、本当

にこれからの時代、大事な部分だと思います。

さっき聞き逃したんですけれども、この道路

の整備なんですけれども、10年間で何キロぐら

い進めていくという話だったんでしょうか。

○有馬道路保全課長 120キロを目標にしており

ます。

○日髙陽一委員 それは、宮崎と日南というこ

とでございますでしょうか。

○有馬道路保全課長 現在のところ、宮崎、日

南を中心としてと考えております。

○日髙陽一委員 分かりました。今、コロナ禍

で、公共交通機関を使わない、サイクリストが

増えている状況で、本当にタイムリーだなと思

うんです。なるべく短い間に整備をやっていた

だきたいなという思いもありまして、ぜひ進め

ていただきたいと思います。

日本国内ももちろんなんですが、今度オリン

ピックがありますけれども、ヨーロッパは、特

にサイクリストがとても多い地域ですので、そ

ちらの方々を引っ張ってきてほしいなという思

いもあるんですが、オリンピックに向けてＰＲ

活動はされる予定なんでしょうか。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

来年にオリンピック・パラリンピックが予定

されておりますが、コロナの影響で入国制限等

もございまして、現状では誘客が難しい状況で

ございます。一方で、県独自のホームページを

作成いたしまして、ＰＲビデオも使いながら、

広報を行っているところでございます。引き続

きオリ・パラに向けて、そういった広報活動、

ＰＲをしてまいりたいと考えております。

○日髙陽一委員 コロナ禍が落ち着くことを前

提にＰＲしていただきたいと思いますんで、ど
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うぞよろしくお願いいたします。

○髙橋委員 サイクルツーリズムの確認ですけ

れども、日南海岸の道路整備も、120キロのうち

の高々13キロですよね。何年ぐらいかけて整備

をする予定なんですか。

○有馬道路保全課長 10年間を目標にしており

ます。

○髙橋委員 国道220号線は、今度防災事業で、

いわゆる南区間も事業化されてバイパスが抜け

ますね。自衛隊も活用されるんでしょうけれど

も、10年もかかっていると、全国のサイクリス

トを呼び込めないんじゃないかという心配もす

るんです。

日南海岸を選定されたのは、やっぱりロケー

ションだと思うんです。例えば、全国で有名な

しまなみ海道だとか、琵琶湖とか、ああいうと

ころは湖と海ですもんね。

予算的なものは国交省の、国の予算に頼って

いるということなんですかね。

○有馬道路保全課長 整備につきましては、国

の補助事業を活用してということで考えており

ます。先ほど申しましたように、国としても重

点施策となっておりますので、予算確保に努め

て、スピード感を持って整備に取り組んでまい

りたいと考えております。

○髙橋委員 日南海岸のほかのコースについて

は、ほとんど整備は進んでいないんですか。

○有馬道路保全課長 現在、モデルルートとし

て指定されているのが日南海岸ということで、

今後、新たなモデルルートも設定されれば、そ

ちらのほうの整備にも取り組んでまいりたいと

考えております。

○髙橋委員 資料に、括弧書きで平成29年から

令和元年に10コースってあるじゃないですか。

この10コースは、まだ手をつけていないという

ことなんですか。

○有馬道路保全課長 現在、その10コースの中

の一部、13キロについて取り組んでいるという

ところでございます。

○髙橋委員 120キロが10コースということです

か。

○有馬道路保全課長 この10コースの中で、今

後10年間で整備していく延長が120キロというこ

とで、今、目標として設定しております。

○髙橋委員 宮崎日南間の120キロに10コースあ

るということなんですね。

○有馬道路保全課長 現在、日南海岸ツーリズ

ム協議会のほうで、既に設定されたモデルコー

スが10コースあり、こちらが日南海岸を中心と

したコースということでございます。

○横田委員 モデルルートに矢羽根とか自転車

マークの路面標示を設置するということですけ

れども、当然、車道の中に設置してありますよ

ね。そうすると、当然、自転車も車道を通ると

いうことだと思うんですけれども、このマーク

自体は、車のドライバーに対して、例えば自転

車を優先させてくださいねとか、自転車に配慮

してくださいねとか、そういった意味合いがあ

るんですか。

○有馬道路保全課長 今、委員がおっしゃいま

したように、自転車が通りますよということを

車の運転手さんのほうに認識していただく効果

があります。それと、都市内では、自転車で通

行する方は、そこの車道を通ってくださいとい

うことを示すという効果があります。

○横田委員 最近矢羽根とかよく見るんですけ

れども、これは以前から路面標示としてあった

んですか、最近できたんですか。

○有馬道路保全課長 矢羽根につきましては、

自転車の安全確保ということで、以前から取組
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としては行われていました。ただ、最近になっ

て量的にも増えてきたと認識しております。

○横田委員 モデルルートにこれが設置される

ということですが、一般県民に対して、このマ

ークがあるところはサイクリングロードですよ、

といった周知をしたほうがいいような気がする

んですけれども、どうでしょうか。

○有馬道路保全課長 自転車の安全確保という

ことで、交通教室ですとか、いろんな取組の中

で周知には努めていきたいと考えております。

○安田委員 各市町村の観光協会等で、サイク

ルのコースを設定しているところがあると思う

んです。サイクルスタンドの設置が大変重要で、

自転車を楽しむ人は、スタンドがあるかないか

でコースを選ぶこともあるみたいなんですけれ

ども、そういう設置に基準というか、補助みた

いなものがあるんですか。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

サイクルスタンドが設置してあったり、空気

入れを行えるような、応援施設みたいなところ

については、募集を行ってございます。登録条

件としては、県が貸与するサイクルスタンドや、

空気入れの貸出しができることですとか、トイ

レをサイクリストが利用できるとか、そういっ

た最低限のことさえ満たしていれば、登録でき

る形になってございます。県サイクリング協会

では、そういった登録条件を満たすところに対

して、サイクルスタンドや空気入れといった備

品を無償で貸与する取組を行っておりまして、

現状では、登録の申請があったら、随時貸与を

行っている状況でございます。

そういったものを、合計161基設置をしており

まして、設置状況につきましては、ひなたサイ

クリング協会のホームページでも公開してござ

います。サイクリストにも引き続き周知をしな

がら、利用しやすい、走りやすい環境を実現し

ていきたいと考えてございます。

○安田委員 サイクルスタンドの設置状況につ

いては、モデルコースの中にあるスタンド設置

状況、例えば日向市なら日向市から諸塚山に登

るルートの間に何か所ある、というのは載って

いるんですか。

○髙橋観光推進課長 観光推進課でございます。

現状、10ルートとは別に、ひなたサイクリン

グ協会が独自に推奨ルートといいますか、お勧

めのコースを公開しているところでございます。

県南に限らず、全県的に、そういった貸出しが

できる施設を公表しております。

○安田委員 ぜひこのホームページ等で、全市

町村のモデルコースを載せていただきたいなと

思います。

また、景色がいいところがモデルコースになっ

ているかなと思うんですが、サイクリングを楽

しむ人によっては、急な山を登っていくのが好

きで、楽しんでいる人もいるみたいなので、そ

ういうところをピックアップというか、各市町

村にお願いして、モデルコースに指定していた

だきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。

○髙橋観光推進課長 地元市町村ですとか、観

光協会を含めまして、協議、調整しながら進め

てまいりたいと考えてございます。

○脇谷委員 ５ページの、スポーツに着目した

商品開発の取組なんですが、今回私は、県がス

ポーツ・ヘルスケアビジネスに取り組んでいる

というのを初めて知りましたので教えていただ

きたいんですが、専門家を招聘したりアドバイ

スをしたりする事業と、商品開発への助成とあ

るんですけれども、これは国からの補助がある

んでしょうか。全体的な予算と、どういう仕組

令和２年10月27日（火曜日）
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みなのか教えてください。

○日高食品・メディカル産業推進室長 この事

業につきましては、国からの地方創生推進交付

金を活用して行わせていただいております。国

に出した計画といたしましては、平成30年度か

ら令和３年度までの４年間の計画でございます。

地域創生ということでございますので、スポー

ツに着目した商品開発、特に本県は、他県にな

いスポーツランドという優位性を持っておりま

すので、そういう切り口からものづくり、商品、

フードなどを開発できないかと、ビジネスモデ

ルの模索をする４年間ということで、この事業

を取り組ませていただいております。

以上でございます。

○脇谷委員 金額的なものは、どういうふうに

なっていますか。

○日高食品・メディカル産業推進室長 今年度

の事業予算といたしましては、１,470万円計上

いたしております。半分は交付金から、あとは

県費で手当しております。

○脇谷委員 ソフト事業ということなんですけ

れども、専門家を招聘して講演会をしたりとか、

あとはヘルスケア産業に係るビジネスを立ち上

げる県内事業者を対象とするということなんで

すけれども、今までやってみてどういった感触

なんでしょうか。

○日高食品・メディカル産業推進室長 スポー

ツに関連した産業といったものは、もともとご

ざいませんでした。ほとんどがフード関係、ま

たは、いろんなものづくりをやっておられる方

々が中心なのですが、今、県のほうでスポーツ

・ヘルス産業分科会といったものを立ち上げて

おります。企業と団体等を含めて約80の方々に

御参加いただきながら、スポーツを切り口に何

かできないかと、先ほど申しましたセミナーや

勉強会、ワークショップ等を展開しながら、機

運の醸成を図っておるところでございます。

他県で申しますと、大阪府が非常に進んだ取

組をしておられまして、商工会議所を中心に、

近辺の県でもいろいろな取組をしていらっしゃ

います。もともと大阪は、ミズノですとかデサ

ント、アシックスといった大手のスポーツメー

カーの発祥の地でございますので、中小の企業

も含めて、周りでもスポーツ産業に絡んだいろ

いろな取組をやっておられます。そういったも

のを何とか宮崎のほうでもできないかと、他県

の先進事例の専門家等をお呼びして、指導を仰

いでいるところでございます。

○脇谷委員 大阪府と違って、宮崎県にそれほ

ど企業があるわけではないなと感じるんですけ

れども、４年間である程度の実績といいますか、

出していただきたいと思いますし、その後もあ

る程度ソフト事業として続けてほしいと思うん

ですけれども、どういった感じかというのをま

た教えてください。

○日高食品・メディカル産業推進室長 幸い本

県は、アマチュア、プロを問わずいろんなスポ

ーツ選手、アスリートに来ていただけますので、

関係者の方々に意見を聞く機会が非常に多いこ

とがございますので、そういった方々のニーズ

というのを拾わせていただいて取り組んでおり

ます。

例えば、事例の１例目に挙げております、本

県の県産和牛の革を使った野球グラブですが、

大手のナショナルメーカーの方々のグローブと

違って、職人の一人一人が手づくりで作ってい

らっしゃる商品なんですけれども、こういった

ものの販売数が着実に増えてきております。

今、委員から御指摘がありましたように、こ

ういったものを一つ一つ実績としていきながら、
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今は点と点でそれぞれの企業が頑張っていらっ

しゃるんですけれども、何とかこれを面に広げ

て産業化ができるような仕組みができればと考

えております。

以上でございます。

○脇谷委員 和牛を使用した野球グラブがある

なんてことは、私は全然知りませんでした。販

売数が増えているということですから、今後も、

ＰＲも含めて頑張っていただきたいと思います。

○日高博之委員 ボールパークドットコムが

作っているこの野球グラブは、非常に質もいい

んですよね。例えばミズノとかいろいろあるん

ですけれども、本当に遜色はない。ただ、オー

ダー対応ができないというような状況があって、

今回オーダー対応もしていこうということにも

なってきておるんですね。そのあたりも含めて、

もうちょっと後押しをしてもらいたいところが

正直あるんです。

大阪には、ミズノとかデサントとかがありま

すが、宮崎では、ここを中心に特化して押せる

と思うんです。今の状況は、結局卸売が壁になっ

ているんです。いろんなスポーツ店へも、卸売

が使ってくれない限り卸せないので、地場産業

でありながら、宮崎のスポーツ店には行ってい

ない、物が降りてきていないという状況なんで

す。そこの壁をどうにか突破してもらいたいん

です。

特に宮崎黒毛和牛を使ったっていうと、宮崎

牛が、食べるだけじゃなくて、こういうところ

までも波及していくということになるので、そ

のあたりをちょっと考えてもらいたいんですけ

れども、戦略とか何かあれば教えてもらいたい

なと思います。

○日高食品・メディカル産業推進室長 ありが

とうございます。本県が誇る県産黒毛和牛の革

の質は、今、委員から御指摘がありましたとお

り、非常にきめ細やかで、均質性が高く、油分

も適度にありまして、使っていらっしゃる方か

ら好評を頂いていると伺っております。

あとは、今度は販路の問題だと思うんですけ

れども、今、県外も含めて大体100店ぐらいの代

理店で取扱いがあるようでございます。委員御

指摘のとおり、どうしてもニーズは、今、大体

月100個から150個の間ぐらいの販売数だと伺っ

ております。

年間2,000個ぐらい売れればと、会社のほうで

は目標を立てておられますので、もう一息だと

いうところだと考えております。

また、おっしゃるように、販売はどうしても

県外が多いと伺っております。先ほど委員から

知らなかったという御指摘もございましたけれ

ども、我々の周知不足もあると思いますので、

いろんな形の支援が今後できるように、取り組

んでまいりたいと思います。ありがとうござい

ます。

○日高博之委員 商工観光労働部だけじゃなく

て、農政水産部でも、肉だけ売るのではなく、

ここら辺も何とかしていこうと、大久津農政水

産部長もグローブとかを見て、飾ってたりと、

理解を示してくれているのはうれしいですね。

だから、スポーツメディカルも、商品も、一

体のものとして、スポーツランドみやざきの売

込みに行ったときには、ついでとは言わないけ

れども、こういうのもありますよと、紹介でき

るといいのかな。たしかＣＤ―ＲＯＭもありま

すよね。持っていけば、こういうものです、っ

て言うことができますし。

産業と県が一体になって、特化してやるとい

うことは、ミズノとかアシックスとかは、大阪

とやっているわけですよね。宮崎はここを特化
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してやる、やれないということはまずないわけ

ですね。大阪等に売込みに行ってもいいんです

から、いろいろなコラボで。そのあたりもいろ

いろと考えてください。オーダー対応を今後し

ていくわけですから、さらなる支援もお願いし

たい。

○日高食品・メディカル産業推進室長 ありが

とうございます。非常に大事な視点で、我々と

しても、支援をした後、どう広げていくかといっ

たことも、大事な使命だと考えております。今

おっしゃったように、県が支援したこの４年間、

まだ今途中でございますけれども、そういった

事例も含めて、皆さんに広く周知できるような、

今おっしゃったＣＤやパンフレットとかを含め

て、県に来られた方々に御紹介できる仕組みづ

くりですとか、引き続き補助の後も、企業の方

々の御支援をしていくように努めてまいりたい

と思います。ありがとうございます。

○窪薗委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、ほかに質疑はないよ

うですので、これで終わりたいと思います。

執行部の皆さん方は、御退席いただいて結構

でございます。お疲れさまでございました。あ

りがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前11時17分休憩

午前11時18分再開

○窪薗委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

次に、協議事項（１）の次回委員会について

であります。

次回の委員会につきましては、12月７日月曜

日の開催を予定しております。

執行部の説明資料要求について、何か御意見

や御要望はないでしょうか。

○脇谷委員 ラグゼ一ツ葉のトレセンの屋内練

習所とか、ああいうのを見てみたいんですけれ

ども。アイスバスや高圧酸素ＢＯＸ、そういう

のは、視察は行けないんでしょうか。

○窪薗委員長 会期中ですけれども。

○脇谷委員 会期中だったらいいです。

○窪薗委員長 それでは、意見もないようです

が、私としては、未普及のスポーツについて、

どういうものがあって、どういう状況かといっ

たことを伺いたいと考えております。次回の委

員会の内容につきましては、正副委員長に一任

頂きたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、そのような形で準備

させていただきたいと思います。

最後に、協議事項（２）でございます。その

他で、委員の皆さん方、何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 ないということですが、次回の

委員会は、先ほど申し上げましたが、12月７日

月曜日午前10時から予定しておりますので、よ

ろしくお願いをいたします。

それでは、以上をもって本日の委員会を閉会

をいたしたいと思います。大変ありがとうござ

いました。

午前11時22分閉会
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